
個別保管、メンテナンスで
防災の当事者意識を向上！

個人用防災備蓄ボックス

●ハンドル・固定金具・キャスター付

（税抜価格）
¥ 15,000
オプション

「東京都帰宅困難者対策条例」に最適なタイプです。
ハンドルとキャスター（オプション）を取り付ければ
持ち運びにも便利です。

（税抜価格）
¥ 24,500
ユニットタイプ

コーナーに設置するタイプなので、スッキリ設置で
きます。また地震の際、左右のハンドルにつかまる
ことでデスク外へ放り出されることを防ぎます。

女性たちの意見から生まれたパーソナルストック。
自分に必要なものを選んで、すぐそばで管理できるので安心です。

個人用防災備蓄ボックスは、「会社から支給されるものには含まれていない女性特有の備蓄品も入れておきたい」、
「常に身近に備蓄してあった方が安心」といった女性たち※の声をもとに開発されました。

※個人の成長や意識変化を促す取組として、内田洋行の女性社員有志が行っている活動（Project POTHOS）です。

（税抜価格）
¥ 21,000
コーナータイプ

最低限の容量ですが、幅の狭いデスクでも設置でき
ます。上部のラックは、PCや資料を収納することが
できます。

（税抜価格）
¥ 17,200
ミニタイプ

約
一人あたり

3日分 の水・食料を収納可能 約
一人あたり

1.5日分 の水・食料を収納可能 約
一人あたり

1日分 の水・食料を収納可能

東京都帰宅困難者対策条例
平成25年4月から施行従業員数×3日分の

備蓄が『努力義務』

いざ！ 災害が起こったら！？
必要なものは備えられていますか？
どこにあるか、ご存知ですか？

分散備蓄
で解決！

防災用品の集中備蓄が
難しい首都圏オフィス

総務担当者

集中備蓄する
スペースがない！

地代がかかる…

たとえば、スニーカーや
薬、アレルギー対応食品など

備えておきたい…

個別事情のモノを
備蓄したい

従業員
従業員

適材適所へ備蓄すれば
専用スペースは不要！

総務担当者困った
解決！

解決！
困った


